
 

 

 

 

 

 

 

 226号では林小学校と鳥羽小学校の地域を歩く“地域探訪”の様子を紹介させていただきまし

た。この“地域探訪”も歩きながらの対話の場ではと思いますが、8月に入ってから林小学校、松

が丘小学校、二見北小学校で学校と地域と保護者の皆さんでの対話が行われました。また、そう

した校区の中での対話だけでなく、“こどもの未来を開く会 明石”主催の“夢みる小学校対話

交流会”が校区を超えて開かれました。そんな対話の会の様子をご紹介させていただきます。 

8月 1日に林小学校で“流しそうめん”が実施さ

れました。この企画は 7月 25日に開かれた“夏季

地域探訪”とセットで企画されたもので、そうめんを食べ、雑談をしなが

らより互いの距離を縮めていこうというのが目的のひとつです。11時か

らと学校はお伝えしていたようですが、早くから準備のために学校に来ら

れ、招待される側の皆さんがじっとしていられないのが林パワーなんだと

感じました。そんな皆さんと林の先生たちは去年から地域探訪等を通じ対

話をする機会を持ってきただけあって、「◯◯さん、◯◯先生」と呼び合

える関係になっており、試食段階からプルパワーといった感じです。それ

くらいのパワーがないと、校区花火大会で 9000発の花火は打ち上げられ

ないですよね。そんな力強い応援団の皆さんとタッグを組んだどんな学び

が生まれてくるか楽しみです。そんな中で、校長先生から校区花火大会の

打ち合わせでのこんなエピソードを聞かせていただきました。それはアナウンスボランティアの

子どもと地域の方との打ち合わせ場面での話です。ボランティアの子どもがアナウンス原稿を読

むと、地域の方が「上手やな。ようわかるわ。でもごめんな、当日は人もいっぱいいるし、私ら

年寄りは耳が悪いから聞き逃してしまうかもしれへんから、もうちょっとだけゆっくりと読んで

くれる」と言われたそうです。するとその子ははっきりと、ゆっくりと、わかりやすく見事に原

稿を読んだそうです。こうしたことが子どもを成長させるんだと思います。こうした見えない学

びの仕組みが地域とつながるから生まれてくるんだなと感じました。きっとこれから林小の子ど

もたちは、地域の中にある人のつながりの仕組の中で学びに浸るんだろうなと思いました。 

 8月 2日には昨年に引き続き“松が丘いどばた会

議”が開催されました。今年は松が丘小の卒業生の

高校生や大学生、そして明石高校の生徒会の皆さんや神戸学院大学の先生・学生さん等、地域住

民だけでなく、参加者の幅が広がるなどいどばた会議がバージョンアップされていました。内容

も、松が丘地域を考えるベースとして歴史・環境・課題等をゲストティチャーの方に語ってもら

ってから対話が行われました。対話の柱として、松が丘小学校が取組んでいる地域を活かし、地
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域とつながった学びのストリーへのつながりとして、「子どもたちのため

に地域でどんな“ものがたり”があればいいと思う」をテーマに対話が行

われました。時間的に短くなってしまいましたが、各グループでは松が丘

をベースにこれからの地域のあり方やつながりの大切さ、そして地域の子

どもや高齢者の居場所等話し合われた内容は多岐にわたっていました。そ

して対話のまとめとして、松が丘小の卒業生がラジオ体操等で子どもの居

場所づくりについてや、松が丘の自然や環境等を見直し、その良さを再発

見したなど発表してくれました。その姿を見て、彼らを知っている松が丘

小の先生は少なくなっているが、地域の人たちは彼らのことを小さい頃か

ら知っており、こうした松が丘いどばた会議の場がそうした世代をつなぐ

場にもなっているんだとこの会の持っている意義を再発見することができました。 

8月 2日の午後には二見北小学校で“拡大学校

運営協議会”が開催されました。この会は第１回

学校運営協議会の中で、学校と家庭と地域とで話をする機会が持てたらい

いねということで、試しに、学校運営協議会のメ

ンバーと P T A、学年から代表の先生といったメ

ンバーで開いてみようということで“拡大学校運

営協議会”として開催されました。最初は何が始

まるかと空気も重ためのスタートでしたが、対話

が始まるとどんどんと対話が弾んでいきました。

今回用意された“円卓くん”にどんどんとそれぞ

れの考えや思い、メモが書き込まれ、どんなこと

が話題になっているか、個々がどんなことを考え

られているかが見える化されているのにびっくりです。今回の対話の続き

としてもう少し拡大してという話も出ているとか・・・。やってみると意

外にいいものですよね。 

8月 4日には“夢みる小学校 対話交流会”がウィズあ

かしで開催されました。この会は明石で映画“夢みる小

学校”の上映することを目的に結成された“こどもの未来を開く会 明石”の皆さんの手で企画

されたものです。改めてこの指とまれ方式で集まった皆さんのパワーは、こどもの未来を開いて

いくために必要なんだと感じました。第 1回目の対話はグループに別れて映画を見ての感想を含

めた自己紹介でアイスブレイクといった感じだったのがどんどんと話が弾み、個々の思いや考え

が交流されるのを見てこうした対話の持つ可能性を感じさせていただきました。第 2回目の対話

は①夢みる小学校のような学校を実現させるための具体的な方法は ②学校に行かない選択をし

ているこどもの居場所について ③教育現場で大変なこと、手を貸してもらえると助かること 

④保護者が学校に求めていること ⑤自由トーク といった５つのグループに分かれ対話が行わ

れました。市の内外から学校関係者、フリスクール等関係者、保護者等様々な立場の人が参加し

ており、様々な考えが交流されましたが、こうした対話がこれまで行われる

機会がなかっただけに、こうした対話の必要性が改めて確認されました。何

か、こうした対話から生まれてくるのではといった予感を感じさせられる対

話でした。スタッフの皆さんありがとうございました。 （文責：北本） 
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